　　２７年８月１２日

調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：福島県南相馬市内各所

	実施日：平成27年8月5日～6日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　南相馬市は震災の被害だけでなく、原発事故により、未だに復興という言葉が使えない状況下にあります。そんな状況を打破すべく、桜井市長が先頭に立ち、「南相馬みらい創造塾」を昨年５月１７日に開講されました。それは、新たな視点から「まちづくり」を考えようとするものです。ですから、既成概念に囚われない自由な発想こそが重要だとおっしゃっています。市長の開講に当たっての挨拶に、「復興を目指して生きていくことは大きな財産となると信じている」、「若い人が人生をかけてやる価値があると気づいて欲しいという思いで開いた」と。庄原市も今がチャンスと捉える発想が必要だと感じます。

	■参考とすべき事項
　南相馬市内の状況を先ず視察させて頂いたのですが、原発事故というものが、これほど酷いものとは想像していませんでした。自宅が残っていても住めないゴーストタウン化したまちには声を失いました。未だに２万人からの人が避難している中で、みらいを見つめてまちづくりを考えようと手を挙げた若者たち。国の責任ばかりを責めても南相馬市は元気にはならない。国からいくらお金がやってきても、避難している若い人たちにとっては、南相馬市は原発事故のまちと映っているのです。そういう人たちへの情報発信、あるいは、全く南相馬市に縁のない人へのIターンの誘い。壊れた建物等は、創り直せますが、壊れた住民組織等のソフト部分の再構築は、住む人が居なくなった訳ですから、大変です。ましてや、被爆状況で線引きされていることの心情は察するに余りあります。
　そんな南相馬市の現状を考えれば、本市の置かれている状況は、知恵を出せばいくらでも解決できる程のものと思えてきます。お金では解決できないことは、感性に訴えることで、「やる気」や「思いやり」が生まれ、「かがやき」と「やすらぎ」に昇華するのではないでしょうか。最後は、人間の力をどう活かすかが決め手だといえます。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
今回の視察で南相馬市内に1ヶ所しかない温泉施設の薪ボイラーの視察にも行ったのですが、夏休みということもあり多くのお客さんで賑わっていました。震災から42日目には営業を再開し市民に喜ばれたたそうですが、指定管理かと思いきや、経営は一般市民が株主の会社だそうです。
本市の課題である森林資源の活用策のヒントとなる薪ボイラーを発見した気持ちです。ガシファイアーという二次燃焼できるガス化ボイラーで、非常に優れものです。例えば、重油ボイラーでお湯を沸かしている温泉施設に設置すると、重油に比べると燃料費は半分程度になるそうです。既設の重油ボイラーは万一の為のバックアップで残しますから、薪ボイラーを増設というイメージです。本市で進めている木の駅から出る間伐材を燃料とすれば良い訳ですから、補助金を出すことなく薪に加工したものを12000円/t程度で購入しても十分に採算は合います。そして、このボイラーで冷暖房もできます。先ず手始めに、西城の温水プール、西城市民病院に導入してはどうかと考えています。木の駅構想も動き始めている西城には最適な事業ではないでしょうか。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
